
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 

皆さまこんにちは、社長の近藤です。6月26日

にRUMアライアンス東北会議が開催され参加して

きました。RUMアライアンスとは、環境理念とそ

の志をひとつにする全国の自動車リサイクル業者

の集まりで、競争から協調の精神で自然環境との

調和を計り、持続可能な社会を創る活動を行って

いる団体で、KRA（会宝リサイクラーズアライアンス）

とは違い、内閣府認証のNPO法人です。 

今回は東北開催ということで、会員企業である

アイエス総合様も訪問してきました。最初に高橋

社長がご挨拶され、2003年にお父様がスクラッ

プ業を創業されたところから、ご本人はサラリー

マン経験を経て今の代表職をされていらっしゃる

と説明があり、現在では中古衣料品を立ち上げ、

古着ビジネスも行い、タイやマレーシアにコンテ

ナを出荷していると説明をされました。 

その後の会議では、プラスチックやガラス、

シートの活用についても話し合われました。そし

て海外の現状を共有し、自動車リサイクル業とし

てどうやって地球環境に貢献するかという議論が

交わされました。 

自分の目で見て、耳で聞くことで他社様から多

くの気づきをいただき、また共通の未来を見据え

た話し合いができるご縁は、本当にありがたいと

感じました。そして同業者の皆様とともに、自動

車リサイクル業を通して世界に良い影響与えてい

きたいと改めて感じました。 

  2019年６月26日 RUMアライアンス東北会議 



 

 

 

 しあわせのトマトを学校給食に取り入れてくださっている中能登町中学校の栄養教諭の先生

方が、7月初旬に宝達志水町の農場に見学に来られました！そして「ミニとまと通信」を作っ

て学校の玄関に掲示してくださいました。 

 7月中旬に私(田中)が中能登中学校にゲストティチャーとしてお招きい

ていただき、2年4組の生徒の皆さんに会宝産業の仕事やトマト栽培にか

ける想いを説明しました。説明をもとに、生徒の皆さんがトマトの魅力を

全校に伝えるためのキャッチフレーズや解説を考えてくれました！ 

「ダイエット 美肌効果も抜群です！ 愛情たっぷり 幸せトマト♪」 

「ミニトマトを食べることで、健康的な体を手に入れることができます！ 

など、多数のユーモア溢れる意見を出していただきまし

た！全校生徒が集うランチルームで、2年4組代表の生徒さんが上記内容

を発表してくれました！トマトを食べてもらえるだけでなく、その魅力を

語ってもらえてとっても感激しました。そして、栄養教諭の先生方が愛情

を込めて作る中能登中学校の給食がとっても美味しくてまた感動でした！

この素敵なご縁を繋いでくださったスギヨファーム様に感謝を申し上げま

す。そして、これからも中能登中学校の皆様はじめ、当農園のトマトをご

愛顧くださっている皆様に、もっと喜んでいただけるトマトづくりに励ん

で参ります!!（担当：田中） 

 こんにちは、国際業務部の橋本悟助です。大学卒業後の今春より、地元千

葉県柏市から、心機一転金沢で新しい生活を始めています。北陸は冬が厳し

いイメージがありましたが、現在、絶賛「北陸の蒸し暑さ」と格闘中であり

ます。みなさんも体調管理にはぜひお気を付けください。 

 地元、柏と言いますと、サッカークラブ柏レイソルがありサッカー文化が根付いた街です。幼い頃か

ら週末は友人達と試合会場に向かっていました。しかし今年からは、同じJ２カテゴリーのツエーゲン

金沢のサポーターも友人達に内緒でこっそり兼任しています。現在好調の両チームが共にJ1昇格すれ

ば、こんなに良い年はないですね。 

 日々の業務では、海外のお客様とより的確な交渉を行えるように生産部の

一員として、現場で自動車リサイクル技術を学んでいます。実は、車には全

く興味がなかった自分ですが、業務を通じてたくさんの車両と触れる中で、

最近ある車に一目惚れしました！トヨタ車のコンフォートです。コンフォー

トが似合う男になるよう、日々の業務に全力で励んでいきます！  

  

 農業の取り組み ～農業事業部より～【 とってもおいしくてしあわせな「給食」!! 】 

 

● 今月の出番 ●          

国際業務部 輸出課    

橋本悟助さんです。 

 



 

 

 
   今月のパチリ☆ 

    

 こんにちは。今年もインターンシップ（就業体験）の時期になりました。会宝産業では積極

的にインターンシップを受け入れています。参加学生（生徒）にとっては、働く体験を通し

て、異世代の人とコミュニケーションがとれたり、また進路について考える機会になるようで

す。弊社にとっては、何もわからない学生（生徒）のサポートをすることで、相手に関心を持

ち、相手の立場になって考える訓練になるなど、普段の

業務では得られない学びがあり、双方にとって良い経験

となります。 

 7月は2つの高校から1名ずつ生徒が来てくれまし

た。慣れない仕事にも興味を持って取り組んでくれたこ

とに感謝しています。写真は石川県立金沢商業高等学校

から来てくれた2年生の女子生徒と弊社社員です。 

（担当：川村） 

社員海外レポート  

 こんにちは。Kaiho Middle Eastの畳谷です。今回もUAEのマー

ケットに影響がある宗教行事をご紹介します。 

 1つ目は、サウジアラビアの聖地メッカで行われる、ハッジ(メッカ巡礼)という大巡礼です。

規模は世界から300万人以上のイスラム教徒がメッカに集まる程で、イスラム教徒が生涯のう

ちにやらなければならない五行(信仰告白、礼拝、喜捨、断食、巡礼)の1つだそうです。巡礼者

はカーバ神殿の周りを反時計回りに7周するタワーフと呼ばれる儀礼を行います。 

 2つ目は、先月もお話しました、2回目のイード休み(犠牲祭)で、8月10日から13日まで行

われます。オークションに参加してくださっているお客様のなかにはお休みを母国の家族と過

ごしたい方もいるため、この時期はお客様が減少する時期

です。噂によるとマーケット全体の7割ものお客様が帰省

されるようです。 

 マーケットのお客様が減少することで、オークションの

落札率低下や販売価格の低下が予想されますので、8月は

オークションをお休みさせていただき、私もこれに合わせ

て日本へ帰省します。お盆休みにはお墓掃除と親戚への挨

拶など久々の日本の文化が待っています。皆様はどのよう

なお盆休みを過ごされますでしょうか？  

※写真はネットに掲載されているハッジの画像です。 

From       

 UAE  



 

 

 会宝産業株式会社 国内業務部 
 〒920-0209 金沢市東蚊爪町1丁目21-2 

 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5347 

FAX  076-237-1950 

Email : sales@kaiho.co.jp 

 ホームページもご覧ください。      

 http://kaihosangyo.jp/ 

 ご意見ご要望はこちらまで  

 soumu@kaiho.co.jp （担当：宮村） 

部品課 （部品注文/担当：大森・角島・古屋） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

 今年で第9回となる「会宝リサイくるまつり」を8月4日に開催いたします。「会宝リサイくるまつり」

は、自動車リサイクルについてお客様に知っていただき、特に子供たちに「もったいない」と「後始末」に

ついて楽しく学ぶ機会にしていただきたいという思いで、2011年から毎年8月に開催しているお祭りで

す。 

 今年は「未来へ、僕らの可能性」をテーマに開催いたします。イベントの目玉である「くるま解体

ショー」をはじめ、夏休みの工作、記念にもなると好評の「リサイクル教室」など、次世代を担う子ども達

が楽しみながら自動車リサイクルについて学べる場を、今年も創出いたします。 

「静脈産業」から「循環産業」へと進化を続ける弊社が、お客様と一緒に地球の未来を考える時間を創造し

たいと考えております。 

 静脈産業やリサイクルについて楽しみながら考えられるお祭りです。社員一同、今年もたくさんの方のご

来場をお待ちしています！（担当：佐藤） ※写真は告知チラシになります。 

 

 今月のトピックス     ～ 第９回 会宝リサイくるまつり ～                  

  相場情報 ～生産部より～ 

 こんにちは。会宝産業の山口です。夏本番となり、暑さも際立ってきましたね。 

 さて、相場はと言うと・・・鉄スクラップは輸出価格で一部値上がりも見られましたが、国内相場は上旬

に下落、中旬以降は横ばいとなりましたね。特に7月から9月にかけては各電炉も夏季減産に入り、集中炉

休も重なってスクラップ需要は減少します。従ってここ2ヶ月くらいは相場も動きにくい状態が続くものと

思われます。鉄が安いからこそ・・・今月より弊社では廃プラスチックの粉砕を本格的に始めました。鉄ス

クラップの価格が20円/kgを割り込むなか、プラスチック（ポリプロピレ

ン系）は約2.5倍の価格で取引されています。以前、会宝通信でご紹介し

破砕機の本稼動を始めた訳ですが、自動車のリサイクル処理を行う過程で

「ついで」に出てきたバンパー、内装材等をメインに処理を行っていま

す。現在は車輌１台あたり約７kgの回収量ですが、年内には10kg以上回

収出来るように改善を進めていく予定です。 

2019年7月 見込み台数 

 入庫台数 880台          

 処理台数 900台     


